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１．安全使用上の注意

静電圧コントローラー（ＶＭ５０００）を、安全にお使い頂く為に、必ず次の注意事項を
よくお読み下さい。正しい手順で、扱わないと、場合によっては重大な事故を引き起こす事が
あります。 この「取扱説明書」の注意事項には、次の３種類の項目があります。

この表示は、使用者が重傷を負う、又は死亡する可能性のある

 警告 危険性についての”警告”が、記されてます。

この表示は、使用者が負傷する、又は機器が破損する可能性のある

 注意 危険性についての”注意”が記されてます。

「取扱説明書」内で、特に注意を促す必要のある項目に

  (注） ”（注）”が記されてます。

 警告 塗装機誤使用による危険

■本品を、ご使用の前に全ての取扱説明書・ラベルを、お読みください。

■本品は、プロ用専用塗装関連機器です。塗装以外の目的に使用する場合は、
 弊社まで、お問い合わせ下さい。

■ＶＭ５０００は、手吹き静電ガン用のコントローラーです。自動用には、使用出来ません。

■本品を、改造しないで下さい。

■国や自治体の消防・電気・安全関連の法規・規制に従って作業をして下さい。

 警告 塗装機噴霧による危険

■塗装機（ＶＭ５０００も含む）、被塗物は必ずアースして下さい。（Ｐ－５参照）
静電気が発生すると、スパークを起こし「火災」・「爆発」・「電撃」の原因となります。

■本品を使用中、静電気によるスパークが起こったり、電気ショックを感じた時は、直ちに
作業を中止して下さい。原因をしらべ、問題が解決する迄、使用しないで下さい。

■溶剤や塗料の揮発蒸気が滞留しないように、作業場は常に「換気」を良くしておいて下さい。

■現場（作業場）に溶剤・塗料の缶・ガソリン・燃え易いゴミ・布等を、置かないで下さい。

■現場（作業場）に置いてある電動機械・器具は、コンセントからプラグを抜いて置いて下さい。

■現場（作業場）での、「喫煙」は「禁止」です。
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２－４．各部名称

１．スタンバイスイッチ・・・・・・・正面パネル、スイッチ

２．スタンバイランプ・・・・・・・・・スイッチ「ＯＮ・消灯」、「ＯＦＦ点灯」

３．静電圧スイッチ・・・・・・・・・・静電圧「ＯＮ」、「ＯＦＦ」

４．静電圧スイッチランプ・・・・・スイッチ「ＯＮ・点灯」、「ＯＦＦ・消灯」

５．電流値スイッチ・・・・・・・・・・電流値「ＯＮ」、「ＯＦＦ」

６．電流値スイッチランプ・・・・・スイッチ「ＯＮ・点灯」、「ＯＦＦ・消灯」

７．静電圧ディスプレイ・・・・・・ 静電圧の設定・発生をランプで表示

８．静電圧ランプ・・・・・・・・・・・ 静電圧の設定・発生の目安。正確数値は「ディスプレイ１８」で

９．電流値ディスプレイ・・・・・・ 電流値の設定・発生をランプで表示

１０．電流値ランプ・・・・・・・・・・・ 電流値の設定・発生の目安。正確数値は「ディスプレイ１８」で

１１．レシピＲ1スイッチ・・・・・・・・レシピＲ１の「ＯＮ」、「ＯＦＦ」

１２．レシピＲ１スイッチランプ・・ スイッチ「ＯＮ・点灯」、「ＯＦＦ・消灯」

１３．レシピＲ２スイッチ・・・・・・・・レシピＲ２の「ＯＮ」、「ＯＦＦ」

１４．レシピＲ２スイッチランプ・・ スイッチ「ＯＮ・点灯」、「ＯＦＦ・消灯」

１５．レシピＲ３スイッチ・・・・・・・・レシピＲ３の「ＯＮ」、「ＯＦＦ」

１６．レシピＲ３スイッチランプ・・ スイッチ「ＯＮ・点灯」、「ＯＦＦ・消灯」

１７．コントロールノブ・・・・・・・・・各設定時回転。右回し・・・増加、左回し・・・減少

１８．ディスプレイ・・・・・・・・・・・・ 「各数値」、「ＯＦＦ」、「エラーコード」の表示

１９．サービスキィスイッチ・・・・・静電圧発生時間、修理予定時間などの設定

２０．サービスキィランプ・・・・・・・スイッチ「ＯＮ・点灯」、「ＯＦＦ・消灯」

２１．エラーランプ・・・・・・・・・・・・エラー発生時、「点滅」

２２．外部モニター制御ランプ・・外部からリモートコントロール時、「点灯」
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２３．メインスイッチ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・コントロールユニットの電源スイッチ

２４．電源コード接続コネクター・・・・・・・・・・電源コードのコネクターを差込みロックします

２５．アース端子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アース線の端子を取付けます

２６．低電圧ケーブル接続コネクター・・・・・ 静電ガンの低電圧ケーブルのコネクターを取付けます

２７．外部モニター接続コネクター・・・・・・・・外部リモートコントロール用ケーブルのコネクターを取付けます

２８．端子カバー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・外部モニター接続コネクターの保護カバー

２９．サービスコネクター・カバー・・・・・・・・・製造メーカー使用コネクター

３０．ヒューズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 入力側（１．０Ａ）
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４．操作方法

４－１．準備

ＧＭ５０００ＥＡ/ＥＡ・ＬＲ ＧＭ５０００ＥＡＣ

１．電源コード（３）を、コネクターに差込み「クリップ」で「ロック」して下さい。

２．アース線（４）の「丸端子」を、「アース端子」に取付け、反対側の「クリップ」をアース済みの
ブース、コンベア等のアース端子に取付けます。

注）Ｐ－５の「３．アースの重要性」を参考にして下さい。

３．低電圧ケーブル（５）を、コネクターに接続して下さい。

４．電源コード（３）のプラグを、ＡＣ１００Ｖ ５０/６０Hｚのコンセントに差し込んで下さい。

※塗料ホース（１）、エアーホース（２）は、それぞれ形状が似通ってますので、間違えないように
注意して、工具で確実に取付けて下さい。
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４－２．操作

４－２．１ 電源スイッチ「ＯＮ」

１．メインスイッチを、「Ⅰ」にすると「電源がＯＮ」され
全ランプが、約１秒間「点滅」します。

２．約１秒後、レシピ（Ｒ１）の状態を示す「各ランプ」が、
「点灯」します。

４・・・静電圧スイッチ「ＯＮ・点灯」

８・・・静電圧ランプ「８０」

１０・・・電流値ランプ「１００」

１２・・・レシピ（Ｒ１）ランプ「ＯＮ・点灯」

１８・・・ディスプレイ「８０」 これは、静電圧８０ｋＶ

３．レシピ（Ｒ１）の電流値を見るには、
電流値スイッチ（５）を押します。

６・・・電流値スイッチ「ＯＮ・点灯」

１８・・・ディスプレイ「１００」 これは、電流値１００μＡ

４．レシピ（Ｒ２）、（Ｒ３）を、見るには、
（Ｒ２）、（Ｒ３）のスイッチを押して下さい。
それぞれの数値の確認は、ディスプレイ（１８）で、見て下さい。

※工場出荷時の各レシピの数値は、下記のとうりです。

静電圧 ｋＶ 電流値 μＡ
Ｒ１ ８０ １００
Ｒ２ ６０ １００
Ｒ３ ４０ ８０

※この数値は、設定値であり実出力値は、諸条件にて変わります。

※静電ガンでのレシピ変更

コントロールユニットのレシピ（Ｒ１・２・３）スイッチを押さずに、
静電ガンの操作パネルで変更出来ます。

１．通常コントロールユニットのメインスイッチを「ＯＮ」すると、
ディスプレイ（２）のランプが、１個（Ｒ１）「点灯」します。
レシピＲ１を示し、引き金を引くと静電圧が発生します。

２．ディスプレイ（３）は、手元スイッチ（４）の「ＯＮ・ＯＦＦ」ランプです。
手元スイッチ（４）を「短く押し」 「ＯＮ・消灯」、「ＯＦＦ・点灯」

３．手元スイッチ（４）を「長く押し」ディスプレイ（２）のランプが、１・３・５個「点灯」するまで
押し続けるとＲ１・２・３のレシピとなります。

－７－



４－２．２ レシピの数値変更と登録

※工場出荷時の数値を、使用用途に合わせたものに変更出来ます。

例） レシピＲ１の８０ｋＶ、１００μＡを

     ７０ｋＶ、 ８０μＡに変更

１．メインスイッチ「ＯＮ」で、レシピＲ１が表示されます。

２．コントロールノブ（１７）を、左に回しディスプレイ（１８）の
数値を「７０」にします。

静電圧ディスプレイ（８）が、「７０」で「点灯」します。

３．電流値スイッチ（５）を押し、電流値ランプ（６）が
「点灯」したら、コントロールノブ（１７）を右に回し
ディスプレイ（１８）の数値を「８０」にします。

電流値ディスプレイ（１０）が、「８０」で「点灯」します。

４．レシピＲ１スイッチ（１１）を「長めに押す」と
 レシピＲ１ランプ（１２）が、「点滅」します。
「点灯」に変わったら「変更」終了です。

レシピＲ１は、７０ｋＶ、８０μＡで「登録」されました。

※Ｒ２・３を変更する場合も同様の手順で行います。
変更したいレシピスイッチを押してから始めます。
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４－２．３ サービスタイムの設定

※静電ガンの定期メンテナンス時間を設定し、満了したらサービスキィランプが「点灯」します。

１．パネルスイッチ（１）を押し、レシピＲ１の表示にします。

２．サービスキィスイッチ（１９）を押すと、
サービスキィランプ（２０）が、「点灯」します。

３．レシピＲ１スイッチ（１１）を押すと、
レシピＲ１ランプが、「点灯」しディスプレイ（１８）に
数字が表示されます。これは、静電圧が「発生」した
総時間で、「リセット出来ません」
「２９１」は、２９１時間です。

   「２９．１」は、２９１０時間
   「２．９１」は、２９１００時間

４．レシピＲ２スイッチ（１３）を押すと、設定時間までの
経過時間が、電流値ランプ（１０）とディスプレイ（１８）に
表示されます。

「４６時間」経過したことを示しています。

５．レシピＲ３スイッチ（１５）を押し、レシピＲ３ランプ（１６）が
「点灯」します。「コントロールノブ（１７）を回して
ディスプレイ（１８）に「メンテナンス時間」を「表示」し
電流値スイッチ（５）を押すと電流値ランプ（６）が、
「点灯」し、時間が「設定」されました。

※右図では、「９０時間」ですが最大「９９９時間」まで
設定可能です。

６．「設定時間」のリセットは、コントロールノブ（１７）を
回してディスプレイ（１８）に「ｏＦＦ」を表示させ
電流値スイッチ（５）を押します。電流値ランプ（６）が

   「点灯」し、「ｏＦＦ」が「点滅」した後「点灯」します。

７．メンテナンス時間を、設定しない場合は
表示を「ｏＦＦ」のままにして置きます。

－９－







６．部品図及び部品表

ＩＦ３０００２Ａ
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本社：〒574-0057 大阪府大東市新田西町2-35 TEL:072-874-3561 FAX072-874-3426 
              

                                               

           

            

◎仕様・部品番号・価格は予告なく変更することがあります。 

 

 




